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盛り上がりました！生徒が主役の運動会
５月２８日（水）、好天の下「英姿颯爽～前例がないなら前例になれ～」というテーマを

掲げ、運動会が開催されました。各学年のＡ組が青、Ｂ組が赤、Ｃ組が黄として色別に分
かれて総合得点を競いました。生徒会が考えた種目があるなど多くの場面で生徒の発想が
生かされており、全力で競技に挑む姿勢、規律を守る姿勢、協力する姿勢が見られ、東中
生のよさがフルに発揮されていました。右の二次元コードを読み取ると本校ホームページ
の運動会のページを閲覧することができます。

前期生徒総会で活動計画が承認される
５月２０日（火）、前期生徒総会が行われました。生徒会長の

あいさつのあと議長を選出し、様々な組織で行われている総会と
同様、決算報告、予算の提案、活動計画の提案と進み、それぞれ
の案件について質疑応答を繰り返した結果、承認されました。
前期生徒会のテーマは「進取嘉関（しんしゅかかん）～進んで

挑戦し、喜びを分かち合おう～」です。「進取果敢」の四字熟語
の果敢を嘉関とし、関わることで生まれる嘉（よろこび、めでた
いこと）を分かち合いたいという願いが込められています。願い
が叶うように生徒と職員が一丸となって頑張ります。

迫力満点の「応援合戦」。３年生を中心にパフォーマン

スを考え、練習を積み重ねて臨みました。どの色も全力

で叫びながら自分の色を応援しました。

生徒会が考えた種目「６人７脚」。この他にもテーマ、

プログラムの表紙、入場行進、応援など、随所に生徒の

発想が生かされ、生徒による生徒のための運動会でした。

２年生の学級対抗全員リレー。観客がリレーの様子を見

えやすくするため、自分の順番を待つ人と走り終わった

人は座るというきまりをしっかり守っていました。

色別デカパンリレー。東中の運動会に初参加の１年生も

協力してデカパンを脱いだり履いたり、肩を組んで走っ

たりしました。

発想 全力

規律 協力

東 明



地域の方々と朝のあいさつ運動
６月２日（月）、朝のあいさつ

運動に地域の方々が１３名参加
してくださいました。男鹿市の
「明るいあいさつ」の幟を掲げ、

のぼり

登校する生徒と「おはようござ
います」と爽やかにあいさつを
交わしました。忙しいところあ
りがとうございました。

中央教育事務所計画訪問（教科等）
６月３日（火）、中央教育事務所計画訪問（教科等）が行

われ、３名の指導主事から指導していただきました。中学校
教員は、特定の教科の専門家として授業をすることが職責の
大部分を占めます。そのため本校職員は、よい授業づくりを
目指し絶えず研究と修養に努めています。３日の訪問では、
数学と道徳の授業を提示し、職員は数学チームと道徳チーム
に分かれて、付箋を用いて授業分析をしました。成果と課題
が明確になりましたので、成果は伸ばし、課題は解決するた
めの試行錯誤を積み重ねていきたいと考えています。

男鹿潟上南秋総合体育大会で東中生が健闘
６月１４（土）、１５日（日）、男鹿潟上南秋中学校総合体育大会が開催されました。団体種目の結果と、

個人種目入賞者および惜しくも入賞は逃したものの全県大会へ出場する選手を紹介します。

【７月の予定】急な変更もあり得ます
1日(火) ２年 EISHIタイム出前授業（畑がない農家 柿木崇誌様） 19日(土) 全県総体１日目
2日(水) 県中総体・吹奏楽コンクール激励会 部活休止日 20日(日) 全県総体２日目
3日(木) ３年実力テスト 21日(月) 海の日 全県総体３日目

9日(水) 職員会議 部活休止日 22日(火) 全校集会 東中祭生徒部門会議

10日(木) １年校外学習（３コースに分かれて） 23日(水) 夏季休業開始 三者面談開始(～ 31日) 部活休止日

15日(火) 男鹿市教育委員会教育委員訪問 30日(水) 部活休止日 職員は各種会議

16日(水) 部活休止日 ※吹奏楽中央地区コンクール中学生小編成の部は 6 日に、全県少
18日(金) 高専学校説明会 年野球は 24～ 28日に開催されます。

※ 8月 25日(月)から学校が再開されます。

卓球とラグビーは１２～１３日

の第２週に先行開催します

各チームの授業分析の報告

【団体種目】
軟式野球：優勝（全県少年野球大会出場） 男子バスケットボール：４位 女子バスケットボール：３位
女子バレーボール：予選リーグ敗退 男子ソフトテニス：準優勝 女子ソフトテニス：３位
女子ソフトテニス・グロース：準優勝 男子卓球：３位 女子卓球：予選リーグ敗退
女子柔道：３位(全県大会出場) 男子陸上総合：３位 女子陸上総合：３位
【個人種目入賞者】
男子ソフトテニス個人 伊藤颯也・木元魁星：優勝（全県大会出場） 佐藤心俐・菊地陽星：第３位
女子ソフトテニス個人 白山希來・杉本碧琉（グロース）：準優勝(全県大会出場)
女子柔道 加賀谷莉子：優勝(全県大会出場) 渡邊杏：準優勝（全県大会出場）
陸上男子 小玉大佑：共通800ｍ１位（全県大会出場）、２・３年1500ｍ３位

豊岡煌司：共通砲丸投２位（全県大会出場） 山本遥真：共通400ｍ３位（全県大会出場）
加藤羽來：２年100ｍ３位（全県大会出場） 越川心穏：１年1500ｍ２位（全県大会出場）
吉田里来：１年100ｍ２位（全県大会出場） 低学年400ｍリレー：１位（全県大会出場）
400ｍリレー：２位（全県大会出場）

陸上女子 三浦英智：共通四種競技１位（全県大会出場）、共通800ｍ３位 吉田梨咲：１年100ｍ３位（全県大会出場）
【入賞は逃したものの全県大会へ出場する選手】
橋本大弥（男子卓球個人） 加藤朱羽（男子陸上３年100ｍ） 高橋拓夢（男子陸上３年100ｍ）
武田宗介（男子陸上２・３年3000ｍ） 藤原光輝（男子陸上２・３年3000ｍ） 薄田創詩（男子陸上２・３年3000ｍ）
戸嶋恋々音（女子陸上100ｍＨ） 藤田恋雪（女子陸上800ｍ）


